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第 号

拝殿

神苑で寒川大明神との御神縁をお深めください神
か ん た け や ま し ん え ん

嶽山神苑

《石舞台公演》
4 月以降の日程はホームページにてお知らせ致
します

《方徳資料館》
寒川大明神の全国唯一の御神徳「八方除」につい
ての資料が展示されています

【時間】
午前9時から午後4時まで
毎週月曜日は休苑
（祝祭日は開苑）

●茶屋「和楽亭」　抹茶と和菓子を
　お楽しみいただけます
　（５００円より思召し）

samukawa_jinja_official
公式インスタグラム

当神社の四季折々の様子などを発
信しています。皆様のフォローをお
願いします。また、個人で神社の
写真をアップされる際は「# 寒川神
社」をつけてください。
※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください

当神社の祭事、行事の最新情報を
発信しています。インスタグラム以
外の情報もお送りしていきますので
「友だち」登録をお願いします。

公式
ラインアカウント

　令和３年１２月２０日に行われた「迎
春ねぶた」２０周年記念行事の模様を
紹介しています。

令和３年「迎春ねぶた」
20周年記念映像

　第54回寒川神社菊花写真展の模
様と勤労感謝の日に行われた新嘗祭
や表彰式などを紹介しています。

令和3年 第54回
寒川神社 菊花写真展

　寒川神社の境内、祭典、祈祷の様
子、神嶽山神苑の風景などをまとめ
た映像です。

令和３年
「神苑と八方除」

当神社の祭事のほか、貴重な資料などを定
期的に更新しています。今後も様々な行事
の様子を発信していきますので、皆様のチャ
ンネル登録をお願いします。公式チャンネル

※入苑は御祈祷を受けた方に限ります

相
　
模
　
第
528
号
　

1



を
唱
え
、
交
互
に
３
度
矢
を
放
ち
、
１
年
の

吉
凶
を
占
い
ま
す
。

　

神
事
終
了
後
、的
の
両
脇
に
付
し
た
麻
が
、

安
産
や
建
築
の
お
守
り
と
し
て
ご
参
拝
の
皆

様
に
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、
本
年
最
初
の
月
次
祭
に
お
い
て

「
神
歌
」が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
神
歌
」と
は
御
神
前
に
て
神
を
讃
え
、
御

神
徳
の
発
揚
を
期
し
て
謡
わ
れ
る
歌
を
さ
し
、

正
月
や
祝
賀
な
ど
お
祝
い
時
に
謡
わ
れ
ま
す
。

能
楽
「
翁
」の
歌
詞
で
あ
り
、
天
下
泰
平
と

国
土
安
穏
を
願
う
儀
式
性
の
強
い
曲
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
に
お
い
て
も
、
公
益
財
団
法
人
鎌
倉

能
舞
台
の
中
森
貫
太
氏
と
健
之
介
氏
の
２
名

に
よ
っ
て
粛
々
と
奉
納
さ
れ
、
崇
敬
者
の
皆
様

の
平
穏
無
事
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
17
日
、
春
の
耕
作
開
始
に
あ
た
り
、

1
年
の
農
作
物
の
豊
か
な
稔
り
を
祈
念
す
る

祈
年
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
典
は

「
春
祭
り
」
と
呼
ば
れ
、
豊
作
に
感
謝
す
る
秋

の
新
嘗
祭
と
並
び
、
神
社
で
斎
行
さ
れ
る
祭

典
の
中
で
も
特
に
重
要
な
祭
典
の
1
つ
で
す
。

　

当
神
社
の
祈
年
祭
で
は
、
秋
の
豊
作
を
祈

る
神
事
と
し
て
、
翁
の
面
を
つ
け
た
社
人
と

神
職
が
、地じ

謡う
た
い

と
囃
子
を
織
り
交
ぜ
た
楽
曲

の
中
、土
な
ら
し
か
ら
収
穫
ま
で
の
米
作
り
の

1
年
を
模
倣
し
た「
田た

打う
ち

舞ま
い

神
事
」が
御
神

前
に
て
奉
納
さ
れ
、
五
穀
豊
年
が
祈
念
さ
れ

ま
し
た
。（
祈
年
祭
並
田
打
舞
神
事
に
つ
い
て

の
詳
細
は
本
誌
第
507
号
に
掲
載
）

　

２
月
23
日
、
今
上
陛
下
の
御
誕
生
を
慶
祝

し
、
皇
室
の
御
安
泰
を
祈
念
す
る
天
長
祭
が

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
歌
「
君
が
代
」の
独
唱
と
神
楽「
人に
ん

長じ
ょ
う

舞ま
い

」が
奉
納
さ
れ
、
祭
典
の
締
め
く
く
り
に
は

聖せ
い

寿じ
ゅ

萬ば
ん

歳ざ
い

が
執
り
行
わ
れ
、
天
皇
陛
下
の
御

誕
生
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
感
謝

の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

祖
先
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
日
と
し
て
、

3
月
21
日
（
春
分
の
日
）当
神
社
で
は
安
藤

由
勝
大
人
命
他
命
等
慰
霊
祭
と
末
社
御
祖

神
社
春
季
霊
祭
並
合
祀
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

春
分
の
日
は
、
日
の
出
・
日
の
入
り
の
位
置

を
結
ん
だ
直
線
上
に
富
士
山
・
寒
川
神
社
・

出
雲
大
社
な
ど
が
並
ぶ
「
御
来
光
道
（
レ
イ
ラ

イ
ン
）」
が
現
れ
る
特
別
な
日
と
し
て
、
限
定

の
御
守
『
御
来
光
守
』
を
頒
布
し
、
多
く
の

皆
様
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
壬
み
ず
の
え

寅と
ら

歳
元
日
午
前
0
時
、
新

年
の
幕
明
け
を
告
げ
る
大
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら

さ
れ
、
寒
川
大
明
神
の
御
神
威
の
発
揚
を
祈

念
す
る
八
方
除
祭
が
斎
行
さ
れ
、
引
き
続
き

氏
子
崇
敬
者
の
平
安
を
祈
願
す
る
元
旦
祈

祷
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
度
目
の
コロ
ナ
禍
で
の
正
月
を
迎
え
ま
し

た
が
、
感
染
者
数
が
比
較
的
落
ち
着
い
た
状

況
と
と
も
に
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
三
が
日
の

参
拝
者
数
は
32
万
人（
茅
ヶ
崎
警
察
署
発
表
）

と
な
り
、
コロ
ナ
禍
以
前
の
年
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
社
頭
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
ご
参
拝
の
皆
様
が

寒
川
大
明
神
の
八
方
除
の
御
神
徳
を
存
分
に

受
け
ら
れ
、
安
寧
な
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
致
し
ま
す
。

　

１
月
２
日
午
後
８
時
、境
内
の
全
て
の
灯
を

消
灯
し
た
浄
闇
の
中
で
、
邪
気
災
厄
を
祓
い

除
く
追
儺
祭
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
の
信
仰
の
根
源
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
「
難な
ん

波ば

の
小
池
」か
ら
汲
ま
れ
た
御
神
水

で
あ
る
清き
よ

前さ
き

を
境
内
２
ヵ
所
で
撒
き
、
神
職

と
副
士
（
神
事
奉
仕
者
）
は
「
宝
物
か
ぞ
え
」

を
行
い
、
日ひ

陰か
げ

蔓か
ず
ら

の
兜か
ぶ
と

を
被
り
、
太た

ち刀
・

金か
な
て
ぎ木
・
弓ゆ
み

矢や

を
携
え
、
全
員
が
「
難
波
の
小

池
」
と
高
唱
し
、
厄
難
の
一
掃
を
祈
念
し
ま

し
た
。（
追
儺
祭
に
つ
い
て
の
詳
細
は
本
誌
第

511
号
に
掲
載
）

　

神
事
終
了
後
、
御
神
前
に
供
え
ら
れ
た
弓

矢
が
、
魔
除
け
の
お
守
り
と
し
て
ご
参
拝
の
皆

様
に
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

人じ
ん
じ
つ
せ
つ

日
節 （
七
草
）
の
翌
日
（
１
月
８
日
）、

悪
疫
退
散
と
、
１
年
の
吉
凶
を
占
う
武
佐
弓

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
甲
・
乙
・
ム
」
の
３
字
が
変
形
し
て
組
み

合
わ
さ
っ
た
「
鬼
」
と
書
か
れ
た
的
に
神
職

２
名
が
向
か
い
「
千ち

早は
や

振ふ

る 

神
の
御
前
の
武

佐
の
的 

悪
魔
を
攘は
ら
い 

国
ぞ
治
む
る
」と
神
歌

寒
川
神
社

社
務
報
告

1
月

	

1
日	

八
方
除
祭
・
元
旦
祈
祷
祭

	
 

〃	

歳
旦
祭
・
末
社
歳
旦
祭

	

2
日	

追
儺
祭

	

3
日	

元
始
祭

	
8
日	

武
佐
弓
祭

2
月

 	

1
日	

月
次
祭（「
神
歌
」奉
納
）

 	

3
日	

節
分
祭

	

11
日	

紀
元
祭
並
顕
彰
奉
告
祭

	
 

〃	

寒
川
神
社
顕
彰
式

 	

17
日	

祈
年
祭
並
田
打
舞
神
事

 	

23
日	

天
長
祭

3
月

  	

19
日	

参
集
殿
桃
山
の
間
他

	
	

　
　

改
装
工
事
清
祓
式

	

21
日	

安
藤
由
勝
大
人
命

	
	

　

伊
集
院
直
彦
大
人
命

	
	

　
　

他
命
等
の
慰
霊
祭

	
 

〃	

末
社
御
祖
神
社

	
	

　

春
季
霊
祭
並
合
祀
祭

	
 

〃	

宮
山
役
員
改
選
奉
告
祭

毎
月
１
日
・
20
日

	
	

月
次
祭
併
せ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
鎮
静
祈
願
祭

（
元
日
は
除
く
）

毎
日	

日
供
祭
に
併
せ
て

	
	

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

	
	

　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祝
詞
を
奏
上

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

祈
年
祭
並
田
打
舞
神
事

天　

 

長　

 
祭

春
分
の
日

武　

佐　

弓　

祭

神か
み　

歌う
た　

奉　

納

追つ
い　

 

儺な　

 

祭

正　
　
　

月

正月風景武佐弓祭祈年祭並田打舞神事彬姫櫻

正月風景追儺祭

積雪の境内

武佐弓祭麻の頒布祈年祭並田打舞神事

「神歌」奉納

天長祭春分の日

　

4
本
目
以
降
が
的
に
当
た
り
本

年
の
後
半
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
3
回

目
が
後
押
し
と
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と

経
済
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

本
年
の
國
府
祭
、
浜
降
祭
に
お

い
て
も
2
年
間
の
中
止
と
な
っ
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
下

を
乗
り
越
え
て
氏
子
崇
敬
者
と
共

に
斎
行
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

※
宮
司
よ
り
発
表

令
和
4
年
武
佐
弓
祭
神
事

占せ
ん

卜ぼ
く

結
果

●❶
●❻

●❷

●❺

●❹

●❸
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令和4年 節分祭
　2月3日の午前11時と午後2時、邪気災厄を祓う節分祭を斎行し、

御本殿において追
つい

儺
な

板
いた

を打ち鳴らし、豆撒きとともに災厄を祓いました。

本年もコロナ禍の対応としまして櫓
やぐら

からの豆撒きは行わず、くじ入りの福

豆を配布しました。本年は約90名の年男年女の方が参加され、87社の

団体にご協賛いただきました。

◆ 節分祭へのご参列 ◆

年男年女の方に限らず、どなたでも初穂料（１万円）にてご参列いただけます
※例年 12月中旬より受付を開始致します

令和 4 年 節分祭 福物協賛者芳名 （順不同・敬称略）

㈲
青
木
商
事

㈱
青
葉

青
山
大
寿
司

㈱
秋
江

秋
山
商
事
㈱
厚
木
支
店

㈱
阿
部

㈲
飯
田
材
木
店

五
木
食
品
㈱

入
澤　

一
三

エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱ 

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
塚　

文
彦

神
奈
川
電
設
㈱

神
奈
川
東
和
薬
品
㈱

㈱
金
子
建
材
土
木

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

川
本
工
業
㈱
県
央
支
店

㈱
関
東
小
池

関
東
建
物
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

キ
リ
ン
ビ
バレ
ッ
ジ
㈱
湘
南
工
場

ギ
ン
ビ
ス
商
事
㈱

㈱
ギ
ン
ビ
ス
湘
南
営
業
所

光
生
㈲

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

コ
ム
ロ
デ
ン
キ
寒
川

㈲
さ
が
み
や

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈲
寒
川
建
材

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

寒
川
町
観
光
協
会

寒
川
町
商
工
会

㈲
寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈱
三
昭
運
輸

㈲
三
昭
興
業

㈱
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

㈱
サ
ン
ユ
ー

敷
島
製
パ
ン
㈱
パス
コ
湘
南
工
場

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

鈴
信
運
送
㈱

綜
合
警
備
保
障
㈱
湘
南
支
社

㈱
曽
我

大
黒
屋

髙
橋
竹
材
店

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

㈱
竹
中
工
務
店
寒
川
神
社
作
業
所

㈲
田
中
写
真

露
木
生
花

㈱
テ
ッ
ク
企
画

東
映
通
信
工
業
㈱

東
京
あ
ず
ま
ネ
ク
タ
イ

戸
塚
米
店

長
嶋
園

中
島　

啓
介

日
本
プ
レ
ス
工
業
㈱

㈱
長
谷
川
製
作
所

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

原
繁
商
店

㈲
俵
田
屋

福
岡
園

㈲
古
山
看
板
塗
装

豊
月
堂

㈲
ほ
り
む
ら
薬
品

前
田　

隆
一

マ
ー
サ
資
生
堂
美
容
室

松
井
建
設
㈱

松
本　

學

㈱
丸
井
紙
店

三
菱
電
機
㈱
神
奈
川
支
社

皆
川　

欽
一

㈱
湊

百
崎
製
菓
㈱

㈱
結
商
会

横
浜
イ
ベ
ン
ト
商
業
協
同
組
合

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
横
浜
銀
行
茅
ケ
崎
支
店

㈱
横
浜
銀
行
寒
川
支
店

ヨ
シ
カ
ワ
商
店

落
雁　

諸
江
屋

L
u
c
c
a

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ルマ
ネ
ジ
メ
ン
ト

■	

寒
川
神
社
権
禰
宜

	

坂 

本 

晋 

一
……
…
…
…

勤
続
12
年

■	

寒
川
神
社
権
禰
宜

	

伊 

藤 

龍 

哉
……
…
…
…

勤
続
22
年

■	

寒
川
神
社
参
事

	

間 

山 　

 

恵
……
…
…
…

勤
続
21
年

■	

寒
川
病
院
病
院
長

	

栗 

田 

啓 

司
……
…
…
…

勤
続
11
年

■	

寒
川
病
院
副
病
院
長

	

木 

勢 

佳 

史
……
…
…
…

勤
続
12
年

■	

寒
川
病
院
看
護
師
長

	

菊
池
み
の
り
……
…
…
…

勤
続
12
年

■	

寒
川
病
院
主
任
看
護
師

	

佐 

藤 

明 

美
……
…
…
…

勤
続
11
年

■	

寒
川
病
院
看
護
師

	

志 

沢 

静 

香
…
…
…
…

勤
続
12
年

■	

寒
川
病
院
診
療
放
射
線
技
師

	

五
十
嵐
明
子
……
…
…
…

勤
続
11
年

■	

寒
川
病
院
会
計
課
主
任

	

小 

島 

文 

子
……
…
…
…

勤
続
11
年

■	

参
集
殿
経
理
課
主
任

	

田 

中 

幸 

子
……
…
…
…

勤
続
24
年

職
員
年
功
表
彰

受
彰
者
11
名
（
敬
称
略
）

■	

多
年
に
亘
り
神
事
奉
仕
者
と
し
て
祭
典
奉
仕
さ
れ
た

小　

  

菅　

  

隆　

  

志

■	

多
年
に
亘
り
神
社
御
用
業
者
と
し
て
護
持
運
営
に
尽
力
さ
れ
た

ヨ
シ
カ
ワ

商

店

■	

多
年
に
亘
り
神
社
御
用
業
者
と
し
て

	

護
持
運
営
に
尽
力
さ
れ
た

㈱
北

岡

本

店

■	

多
年
に
亘
り
参
集
殿
御
用
業
者
と
し
て

	

護
持
運
営
に
尽
力
さ
れ
た

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ　

ブ
ラ
イ
ダ
ル

功
労
表
彰
　
　
　 

受
彰
者 

4
名（
敬
称
略
）

■	

元
旦
祈
祷
世
話
人
と
し
て
多
年
に
亘
り
献
身
奉
仕
さ
れ
た

鈴　

  

木　

  

徹　

  

雄

■	

多
年
に
亘
り
各
種
祭
典
に
携
わ
り

	

神
社
の
維
持
運
営
に
貢
献
さ
れ
た

㈱
金
子
建
材
土
木

東

和

運

輸

㈱

■	

多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
節
分
祭
に
福
物
を
奉
献
さ
れ
た

㈲
カ

ネ
ヤ

商

会

㈱
サ

ン

ユ

ー

■	

多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
青
少
年
教
化
育
成
の

	

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
に
献
身
的
に
奉
仕
さ
れ
た

梅　

  

津　

  

利　

  

幸

辻　

  

村　

  

整　

  

樹

■	

多
年
に
亘
り
菊
花
・
写
真
展
に

	

真
心
を
以
て
協
力
さ
れ
た

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■	

多
年
に
亘
り
神
社
御
用
業
者
と
し
て
協
力
さ
れ
た

竹
内
労
務
管
理
事
務
所

■	

多
年
に
亘
り
月
次
祭
に
参
列
さ
れ

	

御
神
徳
の
宣
揚
に
寄
与
さ
れ
た

筧　
　
　

   

美 

智 

子

蓑　

  

手　

  

英　

  

子

■	

多
年
に
亘
り
参
拝
を
重
ね

	

御
神
徳
の
宣
揚
に
寄
与
さ
れ
た

須　

  

貝　

  　

 　

 

強

■	

迎
春
ね
ぶ
た
に
多
年
に
亘
り
真
心
を
以
て
協
力
さ
れ
た

柏　

  

川　

  

昌　

  

和

感　

謝　

状　
　
　 

受
彰
者 

14
名
（
敬
称
略
）

【節分福枡】
※北海道音更産の大豆使用

・一升桝 3,000円（左）・三合桝 1,500円（右）
※数量限定頒布のため、終了しております

節分縁起物【厄難除扇】
1,500円

厄除け災難除けの縁起物
※数量限定頒布のため、終了しております

皇
紀 

二
六
八
二
年
　
令
和
三
年
度

寒
川
神
社 

顕
彰
式 

受
彰
者
芳
名

　

昭
和
50
年
よ
り
紀
元
祭
を
奉
祝
す
る
と
共
に
当
神
社

に
対
し
て
永
年
に
亘
り
、
功
績
を
残
さ
れ
、
功
労
が
あ

り
ま
し
た
氏
子
崇
敬
者
を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

【
寒
川
神
社
顕
彰
式
】
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【
お
問
合
せ
】

寒
川
神
社 

大
祓
係

電 

話
:0
4
6
7
–7
5
–0
0
0
4
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
:0
4
6
7
–7
5
–9
5
9
5　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
問
合
せ
の
際
は
、『
住
所
、氏
名
、

　

電
話
番
号
、人
形（
必
要
枚
数
）』を
明
記
く
だ
さ
い
。

※
案
内
状
は
5
月
下
旬
に
順
次
発
送
致
し
ま
す
。

　

本
年
の
浜
降
祭
に
つ
い
て
は
、
4
月
1
日
現
在
、
浜
降
祭
に
参
加

さ
れ
る
神
社
の
宮
司
会
に
て
合
同
祭
典
の
方
向
性
に
関
し
て
協
議

中
で
す
。
斎
行
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
決
定
次
第
、

当
神
社
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
お
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

湘
南
地
方
随
一
と
い
わ
れ
る
壮
大
な
夏
の
祭
典
で

あ
る
浜
降
祭
は
、
海
の
日
の
早
朝
、
茅
ヶ
崎
の
南
湖
の

浜
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。
寒
川
町
・
茅
ヶ
崎
市
の

各
社
の
神
輿
約
40
基
が
夜
明
け
と
と
も
に
南
湖
の
浜

に
参
集
す
る
そ
の
勇
壮
ぶ
り
か
ら「
暁
の
祭
典
」と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
降
祭
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
年
代
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
永
９
年（
１
７
８
０
）
の

「
当と

う

社し
ゃ

年ね
ん

中ち
ゅ
う

祭さ
い

附ふ

并あ
わ
せ

神し
ん

領り
ょ
う

石こ
く

高だ
か

帳ち
ょ
う

」
に
記
載
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
浜
に
お
い
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
迎
え
て
２
年
以

上
が
経
過
し
ま
す
。
感
染
症
対

策
と
し
て
本
来
の
形
で
の
斎
行

が
困
難
な
状
況
で
す
が
、
多
く

の
参
列
者
が
南
湖
の
浜
を
埋
め

つ
く
す
盛
大
な
浜
降
祭
を
今
年

こ
そ
は
執
り
行
え
る
よ
う
祈
念

致
し
ま
す
。

　

本
年
の
國
府
祭
に
つ
い
て
は
、
3
月
10
日
に
國
府
祭
類

社
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
規
模
で
斎
行

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
結
論
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
4
月

1
日
現
在
、
感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
決
ま
り
次
第
、当
神
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

國
府
祭
は
、
古
く
は
「
端
午
祭
」、「
天
下
祭
」と
も
呼

ば
れ
て
お
り
、５
月
５
日
、
中
郡
大
磯
町
国
府
本
郷
に
お
い

て
斎
行
さ
れ
ま
す
。
相
模
國
一
之
宮
寒
川
神
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
二
之
宮
川か

わ
 
わ
 勾
神
社
、
三

之
宮
比ひ

び

た

々
多
神
社
、
四
之
宮
前さ

き
と
り鳥
神
社
、
一
國
一
社
平
塚
八
幡
宮
、
総
社
で
あ
る
六
所
神

社
を
加
え
た
６
社
が
祭
場
に
参
集
し
て
祭
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
祭
典
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
神
事
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
神か

み

揃そ
り

山や
ま

で
行
わ
れ
る
古
式
「
座ざ

問も
ん

答ど
う

」
と
大
矢
場
祭
場
で
行
わ
れ
る
「
神か

み

対た
い

面め

・

国こ
く

司し

奉ほ
う

幣べ
い

・
裁さ

い

許き
ょ

」
の
各
儀
で
す
。「
座
問
答
」

の
み
が
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
一
連
の
神
事
を
合
わ
せ

て
「
國
府
祭
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

各
神
社
そ
れ
ぞ
れ
に
、
氏
子
崇
敬
者
の
篤
い
信

仰
が
あ
り
ま
す
。
一
之
宮
争
い
を
象
徴
と
し
た
論
争

と
、
大
宝
律
令
以
後
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

祭
政
一
致
の
姿
と
し
て
、相
模
國
の
総
社
へ
の
参
集

こ
そ
が
「
國
府
祭
」本
義
と
も
言
え
ま
す
。

《
お
知
ら
せ
》

 
５
月
５
日 

國こ

う

の

ま

ち

府
祭 

斎
行
に
つ
い
て

《
お
知
ら
せ
》

 

7
月
18
日 （
海
の
日
）浜
降
祭 

斎
行
に
つ
い
て

《
ご
案
内
》

 

６
月
３０
日 

水み

無な

月づ
き

大
祓
式
並
茅ち

の
輪
神
事

〈
日 

時
〉	

８
月
15
日（
月
）
　
午
後
5
時
30
分
開
演
／
午
後
8
時
終
演
予
定

〈
場 

所
〉	

境
内
特
設
能
舞
台（
雨
天
時 

シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
寒
川
ア
リ
ー
ナ
）

第
五
十
三
回

【
演
目
・
演
者
】

	

能	

『
箙え

び
ら

』	

中
森　

貫
太　
ほ
か

	

狂
言	

『
墨す

み

塗ぬ
り

』	

野
村　

萬
斎　
ほ
か

	

能	

『
巻ま

き

絹ぎ
ぬ

』	

観
世　

喜
正　
ほ
か

　

大
祓
は
元
々
、
国
家
的
神
事
で
あ
り
ま

し
た
が
、
疫
病
や
災
厄
を
避
け
る
神
事
と

し
て
民
間
に
根
強
く
浸
透
し
て
い
き
、
現

代
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

当
神
社
で
は
６
月
３０
日
に
水
無
月
大

祓
式
並
茅
の
輪
神
事
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

ご
参
加
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
神
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
尚
、
郵
送
で
の
ご
参

加
も
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

茅の輪神事

▲令和３年は六所神社境内にて
　古式「座問答」を斎行しました

▲令和３年は奉告祭を斎行しました

▲浜神主鈴木孫七氏も参列されました

【受付開始】	７月１日以降の消印有効
	 ※ 6/30以前の消印、記入漏れは無効

【規定人数】	300名（中学生以上）
	 ※申込多数の際は抽選させていただく場合があります
	 ※ 8/1より順次鑑賞券をお送り致します

【申込方法】	往復はがきに①住所、②氏名、③年齢、④電話番号を
	 楷書で明記して申込 ※１人１枚 ※鑑賞券の転売禁止

【申 込 先】	〒253-0195　神奈川県高座郡寒川町宮山3916
	 寒川神社　相模薪能係

【お問合せ】	0467–75–0004㈹
	 ※往復はがき以外の方法ではお申込みはできません

［
往
信
面
］

［
返
信
面
］

相模薪能は、終戦記念日の8月15日、先の大戦にて尊い命を捧げられた英霊への
慰霊と、世界の恒久平和の祈りを込めて昭和45年より開催しております。
幽玄の世界へと誘う古典芸能「能」を堪能し、日本の奥深き伝統をお楽しみください。
※新型コロナウイルス感染症の状況、また当日の悪天候等により中止になることが
　ありますのでご承知おきください
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人　

事

◆
退
　
職

〈
神
社
〉

主
　
　
典	

坪
山
　
奈
央

巫
　
　
女	

青
木
八
千
穂

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

看 

護 

師	

池
田
　
栄
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日

薬 

剤 

師	

廣
野
眞
由
美

看 

護 

師	

矢
代
　
実
希

看 

護 

師	

早
坂
　
美
樹

看 

護 

師	

筧
　
あ
り
さ

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

〈
さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
ショ
ン
〉

看 

護 

師	

池
田
志
美
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

　
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士	

窪
嶋
　
康
人

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

◆
昇
　
進

〈
神
社
〉

出
　
　
仕	

渡
邊
　
優
斗

寒
川
神
社
主
典
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
四
月
一
日

◆
採
　
用

〈
神
社
〉

	
千
蔵
　
富
貴

	
岡
　
　
都
雲

寒
川
神
社
出
仕
を
命
ず
る

	

山
根
　
未
緒

	

古
川
　
　
菫

	

矢
野
　
愛
莉

寒
川
神
社
巫
女
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
四
月
一
日

〈
参
集
殿
〉

	

岡
田
　
美
咲

参
集
殿
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
四
月
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

薬 

剤 

師	

細
井
　
志
江

理
学
療
法
士	

山
下
　
敦
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
二
月
一
日

看 

護 

師	

岸
梅
由
香
里

言
語
聴
覚
士	

藤
田
　
桃
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
四
月
一
日

〈
神
恵
苑
〉

管
理
栄
養
士	

長
田
麻
記
子

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
二
月
一
日

理
学
療
法
士	

杉
　
　
憲
吉

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
四
月
一
日

令
和
4
年
度
　

宮
山
総
代
ご
紹
介

　

本
年
度
、
宮
山
総
代
を
ご
奉
仕
い
た
だ
く
方
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
総
代
の
職
務
は
、
祭
典

の
助
勢
や
参
列
、
御
神
札
の
頒
布
活
動
、
神
社
の
奉
賛
活
動
な
ど
多
岐
に
亘
り
ま
す
。
地
域

の
氏
子
崇
敬
者
の
代
表
と
し
て
、
総
代
の
存
在
は
神
社
の
維
持
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
重

要
な
存
在
で
す
。

　

本
年
一
年
間
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総代長	 林　　新吾	 副総代長	 横溝　義明
旭（東）	 天利　智	 雷	 飯島　久則
旭（西）	 齋藤　章生	 下	 皆川　訓一
上合	 高橋　正行	 根岸（上）	 佐々木 利夫
中里（上）	 岩堀　次男	 根岸（中）	 小林　淳人
中里（下）	 原田　大士	 根岸（下）	 皆川　藤江
中里（河原）	 宮本　佳子	 オリーブの丘	 植村　政巳
中里（サザン）	 𠮷川日出雄	 宮山南	 古谷　雅洋
馬場	 金子　良幸			   （敬称略）

〜寒川神社 参集殿〜
　寒川神社参集殿は、昭和 36年に当時の竹内宮司が境内の施設拡張及び整備を目的として計画し、社務

所横に「八方殿」と仮称して施設建設を切望していましたが、その実現を目前にして昭和38年11月に急逝され

ました。その意思を引き継いだ瀧本宮司により時代的要求による計画の一部変更、建設用地の購入、造成、

建設資金の調達などが改めて計られました。

　その後、昭和45年7月に用地の手続き、造成工事が完了、設計管理を㈱松本設計事務所、施工を大成

建設㈱横浜支店に依頼し、8月には参集殿建設奉賛会も結成されました。その後、昭和46年1月に地鎮祭、8

月に上棟祭が執り行われ、昭和47年6月に鉄筋コンクリート4階建ての参集殿が竣工・開殿致しました。

　開殿以後、神前挙式祭場「儀式殿」、初宮詣、七五三詣を始めとした人生儀礼の場として、また当神社の

各種研修、式典、青少年育成の場として幅広く活用されており、令和4年6月において開殿50年の佳節を迎え

ます。以後、社報『相模』において参集殿の50周年特集をご紹介していきます。

寒川神社
参集殿

50周年

儀式殿挙式 式典

開殿時の参集殿周辺

ご会食 全総代会

１階には「レストランあおば」、３階には「儀式殿」、衣
装室、着付け室、写真室、各階に小規模から大規模な多
機能会場としての用途が整えられた施設となっています
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相
模
春
の
歌

着
ぶ
く
れ
て
な
か
な
か
切
れ
ぬ
足
の
爪	

根
岸　

君
子

「
絎く

け
る
」の
字
読
め
ず
に
書
け
ず
針
供
養	

飛
石　

槿
花

水
鳥
の
日
毎
に
増
え
て
川
細
る	

伊
藤　

公
一

引
く
波
の
音
の
転
が
る
磯
の
春	

松
本
美
智
子

懐
手
し
て
大
見
栄
の
子
役
か
な	

猿
渡　

弥
生

眼
白
来
て
梅
一
輪
の
ひ
ざ
し
か
な	
須
田　

柚
川

焼
芋
に
小
腹
宥な

だ

め
て
厨
立
つ	

竹
村
真
砂
美

冬
の
川
濁
る
こ
と
な
く
流
れ
を
り	

菅
沼　

保
幸

思
ふ
こ
と
今
年
限
り
と
雛
納
む	

岩
田
美
代
子

人
を
押
し
人
に
押
さ
れ
て
初
詣	

菅
沼
う
め
の

表
紙
剥は

ぎ
希
望
あ
ふ
る
る
新
暦	

新
井　

泰
春

初
春
の
闇や

み

の
中
に
も
神
事
あ
り	

金
子　

晴
子

夕
餉
時
仲
間
入
り
す
や
恋
の
猫	

宮
入　

つ
る

老
い
る
と
は
老
い
て
知
る
身
や
春
立
ち
ぬ	

倉
谷　

節
子

日
脚
伸
ぶ
庭
に
転
が
る
ま
り
二
つ	

金
子　

つ
ぢ

捨
て
ら
れ
て
恋
猫
と
な
り
も
ど
り
来
る	

露
木
て
る
子

早
春
や
枝
な
く
伸
び
し
桐
一
葉	

四
ツ
車
梢
月

寒　

川　

俳　

壇

【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と
俳

　

句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も
献
句
と

　

し
て
奉
納
。

　
本
誌
『
相
模
』
に
俳
句
を
献
じ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
寒
川
俳
壇
の

本
年
度
の
最
優
秀
句「
一
之
宮
賞
」は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
選
考
が
終

了
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
次
号
以
降
に
改
め
て
ご
報
告
致
し

ま
す
。

※
一
之
宮
賞

寒
川
俳
壇
の
昭
和
46
年
度
総
会
よ
り
当

神
社
宮
司
に
よ
り
選
句
さ
れ
、「
一
之
宮

賞
」と
し
て
そ
の
年
の
中
で
最
も
優
れ

た
句
を
表
彰
し
て
い
ま
す

寒
川
俳
壇

「
年
間
最
優
秀
句
」に

関
す
る
お
知
ら
せ

コロナ禍の活動報告

青少年だより 寒 川 神 社 少 年 館
ボ ー イ ス カ ウ ト 寒 川 第 二 団

　令和４年が始まり、今年は年間の行事計画に沿って活動が
出来ることを願っていましたが、年が明けてからすぐに新型コロ
ナウイルスの感染者数が急激に増加し、寒川神社少年館は１月
１１日に始業式を行なった後、２５日迄は講座を開講出来まし
たが、それ以降は自由登館に切り替えました。その中でも３月
１３日には卒館式を行い、１１名の卒館生が立派に少年館を巣
立ちました。 　ボーイスカウト寒川第二団も１月の初集会

が中止となり、その後の対面活動も自粛とな
りました。このような中でも、今出来る事は
何かと考え、各隊積極的にWEB 集会を取り
入れ活動しています。高校生以上のベンチャー
隊が、昨年よりいち早く活動にWEB 集会を
導入し、それを追う形でボーイ隊、カブ隊が、
各隊の年代に合ったプログラム内容を展開し
ています。
　寒川神社少年館、またボーイスカウト寒川
第二団も４月から新学期が始まります。今学
期からは、計画通りに進められることを願っ
ています。

相　

模　

詠　

草

栄
一
が
好
み
食
し
た
煮
ぼ
う
と
う
血
洗
島
に
て
我
も
食
せ
り	

稲
垣　

武
子

若
き
娘
と
初
打
テ
ニ
ス
額
に
は
じ
ん
わ
り
汗
の
に
じ
み
い
る
吾	

亀
山　

文
子

陽
だ
ま
り
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
パ
ン
ジ
ー
も
凍
て
つ
く
朝
に
身
を
ち
じ
ま
せ
る	

小
林　

篤
子

澄
み
き
っ
た
冬
の
空
高
く
大
山
の
連
山
く
っ
き
り
ベ
ラ
ン
ダ
で
見
る	

徳
江　

道
子

子
供
達
そ
し
て
叔
父
叔
母
顔
そ
ろ
え
皆
で
乾
杯
今
年
も
元
気	

土
屋
ト
ミ
子

日
月
の
変
わ
り
行
く
世
に
生
か
さ
れ
て
今
日
も
学
び
ぬ
ス
マ
ホ
の
操
作	

平
澤
ま
さ
え

雪
国
に
生
ま
れ
し
吾
は
初
雪
に
童
心
に
も
ど
り
小
躍
り
を
す
る	

平
野　

良
三

霜
柱
押
し
の
け
す
芍
薬
の
赤
き
幼
な
芽
負
け
ず
に
伸
び
よ	

宮
治
友
美
枝

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ゆ
っ
く
り
飲
み
ほ
し
て
老
い
行
く
年
月
い
か
に
す
ご
さ
む	

山
根
喜
美
代

き
っ
ぱ
り
と
澄
む
冬
空
を
仰
ぎ
つ
つ
吾
は
超
え
た
る
一
つ
の
蹉
跌	

杉
本　

照
世

は
な
や
か
な
笑
い
に
包
ま
れ
バ
ス
は
行
く
箱
根
路
の
旅
外
は
雨
降
る	

瀧
本
三
重
子

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

　

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

宗
教
法
人
寒
川
神
社
寒
川
病
院

病
院
長
　
栗
田
　
啓
司

　

寒
川
病
院
病
院
長
の
栗
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。令

和
3
年
4
月
1
日
よ
り
寒
川
病
院
と
神
恵
苑
、さ

む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
緊
密
な
連
携
を
と
る
た
め
、「
寒
川
神
社
医
療

福
祉
統
括
本
部
」が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。医
療
福

祉
統
括
本
部
の
本
部
長
に
は
、鳴
海
前
寒
川
病

院
長
が
神
恵
苑
の
苑
長
を
兼
ね
て
就
任
し
、寒
川

病
院
の
病
院
長
の
後
任
と
し
て
私
が
就
任
致
し

ま
し
た
。

　

私
は
令
和
３
年
３
月
ま
で
前
病
院
長
の
下
で
10

年
間
、副
病
院
長
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

病
院
長
の
仕
事
を
近
く
で
拝
見
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、そ
の
業
務
内
容
は
承
知
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
病
院
長
の
職
に
就
き
ま
す
と
、こ
の
１
年
だ

け
で
も
様
々
な
困
難
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。幸
い
に
も
多

く
の
職
員
の
支
え
が
あ
り
、ま
た
寒
川
神
社
や
鳴

海
医
療
福
祉
統
括
本
部
長
の
ご
指
導
と
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、コロ
ナ
禍
の
厳
し
い
医
療
環
境
を

日
々
、乗
り
越
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症（
以
下
新
型

コロ
ナ
）で
す
が
、令
和
元
年
12
月
に
中
国
で
最
初

に
報
告
さ
れ
、令
和
２
年
１
月
に
は
日
本
で
も
感

染
者
が
発
見
さ
れ
、瞬
く
間
に
全
世
界
へ
と
広
が

り
ま
し
た
。新
型
コロ
ナ
の
原
因
の
ウ
イ
ル
ス
は
、風

邪
な
ど
を
起
こ
す
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ

ル
ス
の
一
種
で「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
-Ｃ
ｏ
Ｖ
-２
」と
名
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、重
い
肺
炎
を

起
こ
し
、特
に
高
齢
の
方
や
持
病（
糖
尿
病
、重
い

心
疾
患
な
ど
）の
あ
る
方
に
お
い
て
は
重
症
化
し
や

す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コロ
ナ
は
感
染
症
法
で
二
類
相
当
に
分
類

さ
れ
て
お
り
、当
初
は「
感
染
症
指
定
病
院
で
の

み
診
療
」と
さ
れ
、当
院
で
対
応
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、新
型
コロ
ナ
の
患
者
数

が
急
速
に
増
加
し
て
い
き
、当
院
で
も
様
々
な
形

で
関
わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。当
院
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
入
院
患
者
を
診
療
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
の
恐
れ
の
あ

る
発
熱
や
風
邪
症
状
の
外
来
診
療
に
つ
い
て
は
可

能
と
考
え
、専
用
の
診
療
棟
を
設
け
て
、令
和
２

年
12
月
か
ら
診
療
を
開
始
致
し
ま
し
た
。ま
た
、

高
度
医
療
機
関
な
ど
で
新
型
コロ
ナ
の
治
療
を
受

け
ら
れ
、そ
の
後
に
回
復
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、自

宅
に
戻
れ
な
い
方
の
転
入
院
の
受
入
れ
を
行
い
、さ

ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
入

院
に
よ
り
空
床
の
な
い

病
院
か
ら
の
新
型
コロ
ナ

以
外
の
方
の
受
入
れ
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
環

境
で
は
あ
り
ま
す
が
、皆

様
の
健
康
を
守
る
病
院

と
し
て
の
使
命
を
果
た

す
た
め
、職
員
一
同
こ

れ
ま
で
以
上
に
努
力
を

し
て
参
り
ま
す
の
で
、今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

現
状
の
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
て

病
院
だ
よ
り

▲例年３月に行われている寒川俳壇の総会
　（寒川町内の雷公民館にて）

月 火 水 木 金 土

午前 ○
（第2・4週）

午後 ○ ◎ ○

栗田病院長診療日

※　◎：神経内科専門外来
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寒
川
神
社祭典

・
行
事
の
ご
案
内

4
月
〜
6
月

●國府祭
　5月5日
　大磯町において一之宮寒川
神社、二之宮川勾神社、三之
宮比々多神社、四之宮前鳥神
社、平塚八幡宮の５社が参集
し、国家安泰と五穀豊穣を祈
願します。

●水無月大祓式
　並茅の輪神事
　6月30日
　日常生活において、知
らず知らずのうちに犯し
ている罪や穢れを祓い清
め清 し々い生活を送るた
めの神事です。

●昭和祭
　4月29日
　昭和天皇の聖徳大業を景
仰し、皇室の弥栄と国家の
繁栄を祈ります。

年参講大祭水無月大祓式並茅の輪神事 石舞台公演 桜の開花

 5 日	 	 國
こ う の ま ち

府祭
5月　皐月

6月　水無月
30日	 	 水無月大祓式
	 	 　　並茅の輪神事

4月　卯月
 1 日～１5日	 第52回学齢児図画展
 2 日・3日	 年参講大祭
	 	 ※奉納演芸大会は中止です
 3 日	 午前10時	 宮山年参講大祭
	 	 　　並衛生祈祷祭
29日	 午前8時30分	 昭和祭

毎月1日・20日	
	 午前8時30分	 月次祭

　当神社および寒川神社参集殿においては、通常通りの御祈祷のご奉仕および通常営業を致しておりますが、
ご参拝・ご来館の皆様の健康と安全を考慮し、それぞれ施設ごとの感染症予防対策を実施しておりますので、
皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

寒川神社・寒川神社参集殿
新型コロナウイルス感染症防止対策の取り組みについて

◆寒川神社　境内における対応◆
	 ・お参りは、滞在時間を短くしていただきますようお願い致します
	 ・境内での飲食、食べ歩き等の行為は感染症対策の観点よりご遠慮願います
	 ・境内各所窓口にアクリル板を設置し、飛沫防止対策を実施しております
	 ・境内各所への消毒液の設置、不特定多数の方が触れる物への消毒の徹底をしております
	 ・授与所は通常通りの対応をしております　※授与品はホームページに掲載しております
	 ・神嶽山神苑・方徳資料館は開苑・開館しております
	 ・御朱印は書置きにて対応しております

◆寒川神社　御祈祷の対応◆
	 ・御祈祷申込所の入口にて非接触型体温計にて検温致しますので、ご協力ください
	 　※発熱・軽度の咳・咽頭痛・倦怠感などの症状がある方は、御祈祷をご遠慮いただく場合がございますのでご了承ください

	 ・控室には空気清浄機を設置し、換気を行っております
	 ・控室では湯茶接遇は行わず、御祈祷時の格衣（白いお召し物）の着用もいただいておりません
	 ・御祈祷を受けられる方の人数制限を行い、参拝者同士の接触を避けられるように案内人数を制限しております
	 ・郵送による御祈祷並びに授与品の郵送対応を承っております
	 ・御神前に上がらずに神札をお持ち帰りいただく方法を承っております

◆寒川神社、寒川神社参集殿　職員の対応◆
	 ・マスク着用にて対応しております
	 ・事務所内にも消毒液を設置して、消毒の徹底をしております
	 ・出社前の検温を徹底し、感染が疑われる症状の職員に関しては出勤を控えております

◆寒川神社参集殿　全体の対応◆
	 ・参集殿正面玄関にサーマルカメラを設置して入館者の検温を行っております
	 ・入場口の制限、混雑時には宴会場を開放するなどの３密防止対策を行っております
	 ・不特定多数の方が触れるドアノブやエレベーターボタンなどは適宜消毒を行っております
	 ・各フロアに消毒液を設置し、飛沫防止のため受付に仕切りを設置しております

◆寒川神社参集殿　宴会場の対応◆
	 ・規模や人数などを考慮した会場の確保、時間帯別フロア貸しや全館貸し切りにするなどの対応を行っております
	 ・会場内のテーブルでは、適度な間隔が確保できるよう椅子を配置し、飛沫防止のためのアクリル板を設置しております
	 ・料理の提供は個人盛りとし、テイクアウトの料理もご用意しております

●第５2回学齢児図画展
　４月１日～１５日
　春から小学生となる町内の各
幼稚園の園児の健やかな成長を
祈念して、図画展を開催致します。

４月以降のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症の影響により、４月
１日現在の予定を掲載しております。
　変更があり次第、ホームページにてご案内
致します。
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〜木札のご紹介〜
毎月1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1体 2,000円で頒布しております。
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水無月
「6月」

初宮詣
無事に生まれてきたことへの感謝と
健やかな成長を祈る大切な儀式

宴会・会議
ニューノーマル時代のパーティー

料理をお持ち帰り用（お弁当）に変更できます

神前結婚式
日本の伝統文化を今に受け継ぐ神前結婚式
人生最良の1日を寒川神社参集殿で

七五三詣
お子様の成長を祝う儀式
人生の通過儀礼のひとつとして

寒川神社
参集殿

50周年

様
々
な
シ
ー
ン
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

寒
川
神
社 

参
集
殿
ご予約・
お問合せは

Tel : 0467-75-5555
H P :  https://sansyuden.net

JR相模線「宮山駅」より徒歩5分、圏央道「寒川北インター」より1㎞
次号『相模529号』は令和4年7月1日に発行します

祝祭日には国旗を掲げましょう

Youtube
公式チャンネル

寒川神社
ホームページ

公式
インスタグラム

公式ライン
アカウント


